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第31期第1回常任理事会議事録

日時：2000年7月25日（火）13時30分～15時30分

会場：日本気象学会事務局（気象庁8階）

出席者：廣田，関口，二宮，山岸，山内，田中（博），

　　　　木田，藤部，勝山，萬納寺，以上10名

その他の出席者：舘（事務局）

議　事

1．第30期第21回常任理事会議事録の確認

2　第30・31期新旧理事・監事合同会議議事録の確認

3　第31期第1回理事会議事録の確認

4　各委員会報告

　庶務…転載許可3件（8）

　　　　「天気」「気象研究ノート」に掲載された図・

　　　　表の利用許可

　　　　1）天気に掲載された図の利用（3）

　　　　　　天気43巻P．90第1表，P。97第12図

　　　　　　天気39巻P．195第7図

　　　　2）気象研究ノートに掲載された図（2）

　　　　　　気象研究ノート第154号P．6第3図，P．

　　　　　　81第1，2図

　　　　　　　これらの図・表を森北出版会社刊行の

　　　　　　「雷の科学（仮題）」（北川信一郎著，編）

　　　　　　へ転載

　　　　3）天気に掲載された写真の利用（3）

　　　　　　天気42巻P．716写真1（a），46巻P．445写

　　真1，47巻P．3写真1（a～d）を麟麟社

　　刊行の「図解雑学異常気象」（保坂直紀

　　著・植田宏昭監修）へ転載

・後援名義等使用依頼受付2件

名称：講習会「流体解析設計ツールとしての

　　　使えるCFD技術最前線」

　　1）主催：（社）日本機械学会流体工学部門

　　2）期日：2000年10月19（木），20日（金）

　　3）場所：日本機械学会会議室

　　4）名義：協賛

名称：講習会シンポジウム「地球温暖化と季

　　　節推移」

　　1）主催：気候影響・利用研究会

　　2）期日：平成12年10月21日（土）

　　3）場所：龍谷大学視聴覚教室（京都市伏

　　　　　　見区深草塚本町67）

　　4）名義：後援

・第18期日本学術会議海洋科学研究連絡委員会

委員候補者の推薦依頼について

　海洋科学研究連絡委員会委員長より，標記

事項について依頼があった．これに対し，第

17期で委員を努めている花輪公雄氏を引き続

き推薦することとした．本人が委員を引き受

けるかどうかを確認する．尚，気象学研究連

絡委員会（9名から成り，すべて気象学会の

推薦者）からの推薦依頼はまだ来ていない．

・国立情報学研究所学術用語データベース（気

象学編）に係る覚書及び申合せの交換（依頼），

及び「学術用語集気象学編（増訂版）」のデー

タベース化及び公開について

　二宮理事によって問題ないことが確認され

た覚書きを交換する．データベースはすでに

公開されているが，版が古い（1987年）．関連

して，学術用語集は学会に責任がある事，こ

れを改訂するのは今期の課題である事が確認

　された．

・大学評価委員会専門委員及び評価委員候補者

の推薦について（依頼）

大学評価・学位授与機構から標記事項につい

て依頼があった．大学評価・学位授与機構は

評価結果原案の作成，審議などを行う専門委

員，評価員の選任にあたり，幅広く各界から

推薦される候補者の中から選考することに

なっている．気象学会に対して理学系におけ

る分野別教育評価，分野別研究評価を行う専

門委員及び評価員候補者の推薦の依頼があっ

た．大学の外部からの評価は重要なことであ

　り，気象学会としてふさわしい人を推薦する

　ことが望ましいとの意見があった．山元龍三

郎，浅井富雄，松野太郎，田中正之の4氏を

推薦することとした．本人が委員を引き受け

るかどうかを確認する．

・第18期日本学術会議の会員として推薦すべき

者の決定通知

第4部地球物理学（2名）入倉孝次郎（京都

大学）・西田篤弘（日本学術振興会）が推薦さ

れるとの通知があった（天気7月号に掲載）．

・各支部へ2000年度交付金及び文部省夏季大学

補助金（北海道・中部・関西）を交付（6月

29日）
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　　・第16回風工学シンポジウム分担金を支出（6

　　　月28日）

　　・大会予稿集の印刷業者（秋78号，春79号）が

　　　学術図書印刷（株）に決定

　　・2000年度事業報告・収支決算報告を文部省へ

　　　提出（6月28日）

　　・2002年度秋季大会の日程と会場決定の報告

　　　期日：2002年10月9（水），10（木），11日（金）

　　　会場：北海道大学学術交流会館

会計…2000年6月分の収支報告

天気…Vo1．47No．7（2000年7月号）掲載記事とNo．

　　　8，9号掲載予定記事の報告

気象集誌…Vo1．78No．5の掲載内容の報告．

　　・投稿中（submitted）の論文も参考文献として

　　　引用して良いこと，投稿規定のぺ一ジ制限を

　　　守ってもらうことが新旧合同委員会で決定さ

　　　れた．

　　・関連事項として，法政大学が発行している

　　　「Japanese　Progress　in　Climatology」という

　　　雑誌について議論された．これは集誌などに

　　　掲載された他人の論文を丸ごと転載して，学

　　　振の成果集として発行しているようで異様で

　　　ある．この雑誌の趣旨が良くわからない，と

　　　いう意見が出された．田中（博）理事がこの

　　　雑誌発行の事情を調べることとなった．

気象研究ノート…198号「温帯低気圧の力学」が出版

　　　された．

　　・印刷会社の入札手続き準備中．7月27日に入

　　　札説明会が行われる．

　　・197号「台風一解析と予報一」の乱丁の交換依

　　　頼が少しずつ来ている．

講演企画…大会開催に関連して，大会の直前直後に

　　　開催される研究会を大会の実行委員会が支援

　　　する体制について議論され，次のような意見

　　　が出された．このような研究会では大会の実

　　　行委員会に会場の準備を頼むことが多いが，

　　　支部によって対応がまちまちである．大会会

　　　期中の夜の会場の確保は比較的容易である

　　　が，前日，翌日の会場の確保は困難である．

　　　本来，研究会は学会の大会とは独立に行うの

　　　が趣旨である．原則として実行委員会が研究

　　　会の面倒を見る義務はないが，協力してもら

　　　うとありがたい．
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　教育と普及…（書面による報告）第10回委員会の報告

　　　・第34回夏季大学は予定通り準備進行中

　　　・気象談話室関連

　　　・学校教育に対する取り組み

　国際学術交流…気象学会に助成（補助）の申請があっ

　　　　た場合，国際学術交流の予算では諸外国の研

　　　　究者の招聰の旅費補充などへの助成をするの

　　　　が妥当と考える．

　電子情報…2000年6月の気象学会ホームページヘの

　　　　アクセス状況（68，494件）．新規に掲載した気

　　　　象研究ノートの在庫一覧へのアクセスも多

　　　　い．

　その他…藤原賞の公示を早め，天気8月号で公示す

　　　　る．

5　会員の新規加入等について

　　新入会員14名を承認，退会なし．7月15日現在，

　会員数4，691名（内，通常会員4，157名）．

6　各委員会の構成について

　　各委員の委嘱の宛先を担当理事が調べて事務局に

　知らせること．

7　2000年度「山本・正野論文賞」受賞者決定投票結

　果について

　　理事全員の投票により，次のように決定した．

　　藤原正智会員（北海道大学），日暮明子会員（国立

　環境研究所）

8．2000年度「堀内賞」受賞者決定投票結果について

　　理事全員の投票により，次のように決定した．

　　小池俊雄会員（東京大学）

9　2000年度「奨励賞」受賞者決定投票結果について

　　理事全員の投票により，次のように決定した．

　　加藤　廣会員（仙台管区気象台），黒良龍太会員（広

　島地方気象台）

10　秋季大会における理事長挨拶について

　　役員改選後の大会であるので，理事長の話は学術

　講演の性格を持たせる．内容は2001年天気の巻頭言

　に掲載する予定．

11地球物理学関連学会長など懇談会について

　　廣田理事長が次のような報告を行った．

　・2003年札幌で開催されるIUGG（lntemational

　　Union　of　Geodesy　and　Geophysics：国際測地学

　　地球物理学連合）総会の組織委員会の分担が決ま

　　り，募金の顧問も決まった．

　・地球物理合同学会は東大地球惑星学科が事務局と

　　なって従来通り開催していく．
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　・懇談会はこれまで規模の大きい電磁気学会，地震

　　学会，気象学会の持ち回りで世話役を務めてきた

　　が，今後はESTO（地球科学技術推進機構）に事

　　務局を置き，全学会が持ち回りで2年間世話役を

　　行う．費用は全学会で分担する．来年以後，各学

　　会は年間21，000円を分担する．

12．その他

　・札幌で行われた国際オゾンシンポジウムは参加者

が予想よりも多く，盛会であった事を関口理事が

報告した．

・気象研連主催のシンポジウム「大陸と気象」が秋

季気象学会大会の前日，京都で行われる予定であ

ることを木田理事が報告した．松井孝典氏，岩坂

泰信氏が同シンポジウムを担当する．

・次回常任理事会では評議員のあり方，メンバーに

ついて議論する．

気象技術講習会のお知らせ

　（社）日本気象学会は（財）気象業務支援センターと

　　共催で気象技術講習会専門課程の第3回として

　　「民間気象予報の技術」をテーマに行うことになっ

　　た．平成5年の気象業務法の改正に伴い，民間で

　　も気象庁長官の許可を受けて，一般を対象に独自

　　の天気予報を行うことができるようになった．し

　　かし，その手法などについては必ずしも十分に確

　　立されていない．今回は気象庁予報部の担当官を

　　中心とした講師陣により，実例を踏まえて講義を

　　行う．

　気象技術専門課程第3回「民問気象予報の技術」講

　　習会の概要は次のとおり

内　容：局地予報の技術と事例，メソ数値予報，ガイ

　　　　ダンスの利用，メソ気象予測の基本，ユーザー

　　　　に適合させた予報など．

期間：2000年12月18日（月）～20日（水）

　　　　09時30分～16時30分

会場：（財）気象業務支援センター講習室

　　　　東京都千代田区神田錦町3－17　東ネンビル

受講料：3万円
定　員：40名（定員になり次第締め切り）

申込先：郵便はがきに「民問気象予報希望」と書いて

　　〒101－0054　東京都千代田区神田錦町3－17

　　　　　　　　東ネンビル

　　（財）気象業務支援センター

　　民問気象予報講習会係

申込期限：2000年11月26日（日）（当日消印有効）

問い合わせ先：（財）気象業務支援センター

　　民間気象予報講習会係

　　TEL：03－5281－0440，FAX：03－5281－0443

　　e－mail：methiroba＠jmbsc．or．jp

　　詳しくは（http：／／www．jmbsc．or．jp）および

　　（http：／／wwwsoc．nacsis．acjp／msj／）のホームペー

　　ジに掲載する．
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